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エコティかわね 事務局員

丸野宏夏
の

◆川根のみきてぃとまるちゃんが綴る「ブログ版　川根本町エコティ日記」 http://ecotkawane.eshizuoka.jp/

初めましての方も、お久しぶり
の方も、こんにちは。8代目

の緑のふるさと協力隊として4年
前に町で活動をしていました、丸
野宏夏（丸ちゃん）です。出身は鹿
児島県の南九州市知覧町です。協
力隊で過ごした時の川根本町での
生活が忘れられず、この町に戻っ
てきて、この度エコティかわねの
事務局で働くことになりました。

ここに来る前は約1年間、屋久
島で働いていました。屋久島

の自然に触れるうち、自然の偉大
さや神秘さに気づかされることが
とても多かったです。人の存在を
意に介さず、ドーンと大きく構え
て根を張っている樹や植物たち。

命のバトンを繋ぐために上陸して
くるウミガメ、満天の星空や、林道
で鹿とサルが一緒に日向ぼっこ
をしている姿。感動することは多
かったですが、一度台風が来れば
一晩で砂浜の砂が流され、波が道
路まで打ちあがり、風の音で眠れ
ないほど怖い思いもしました。

このような経験を踏まえて、
せっかく川根本町でエコツー

リズムに関わるのだから、いつか
は子どもたちと自然体験プログラ
ムをやってみたいと思っていると
ころです。（まずは行動ということ
で、先日野花図鑑や樹の図鑑を購
入してしまいました！）

もちろん屋久島とは違います
が、川根本町もエコパークに

登録されるほどの素晴らしい自然
が残っている場所。まだまだ勉強
不足ですが、少しずつ川根本町の
自然にも触れて覚えていこうと思
います。

また、町歩きも大好き。地区ご
とで全然違った景色が見ら

れること、四季折々でたくさんの
自然に出会えることに加え、歴史
や民話・伝統が残っていること、と
ても素晴らしいことだと思ってい
ます。

何かやりたいと思う気持ちが
自然に湧いてきて、それを実

現できる環境がある。それがこの
町の良いところだと思います。ま
だまだ教えてもらうことが多い私
ですが、どうぞよろしくお願いし
ます。

一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

丸野宏夏（まるの ひろか）
鹿児島県南九州市（旧知覧町）出身。平成 26年４月より一年間、緑のふ
るさと協力隊として本町で活動。大学卒業後、屋久島のＮＰＯ法人に勤
務した後、平成 29年８月より川根本町まちづくり観光協会へ。この４月
よりエコティかわね事務局員として、エコツーリズム推進の舵取り役に !

梅沢さんの竹細工ワークショップ。皆
さん初心者ですが、竹ひごづくりから
挑戦して籠を完成させました。
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績
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３
月
16
日
、
役
場
本
庁
舎
で

鈴
木
町
長
か
ら
ご
家
族
に
「
旭
日
単
光
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所
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で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
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あ
り
ま
す
。
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ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1617


